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球陽高校
SSH通信 データを原資とするデータ駆動型社会活動のあるべき姿

を世界中が模索しています。それに伴い、人々の生活も急
速に変化しています。その結果として、統計科学を基幹学
術とする知識価値や経済価値の生成活動は、研究者を中
心とした計量諸学術の進化のみならず、社会経済活動に
まで影響を及ぼす時代となりました (統数研のHPより引用)

椿広計

統計科学者の言葉

理物

中間報告会

SS 理数Ⅱ探究

高校2年理数科の生徒は近隣中学生や運営指導委
員の先生に向けて、初のポスターセッションを
行いました。聴衆者が納得するプレゼンができ
たでしょうか。このような機会を通じ、自己発
見もあったと思っています。それをポートフォ
リオに記し次回の取り組みに活用して下さい。
おつかれさまでした。

学化 物生

学地

学数

●①植物工場における光の照射を制御する
装置及び水耕栽培装置の製作

②植物工場における光の照射に関する研究
●尿ハネを抑える小便器の使い方
●最適な防音壁の形
●物理的観点による

英語話者の日本語発音の違い

●油脂の酸による毛髪の損傷の捕集
●クワズイモを用いた

バイオエタ ノール生成
●ライチの抗カビ成分
●温暖化を抑制する方法を探して

～二酸化炭素の測定を通して～
●鉄(Ⅱ)イオンの溶出!

～Make it possible with 植物～
●沖縄の水道水の硬度と泡立ちの関係性
●生分解性プラスチックで

「プラスチックごみ」や「食品ロス」
問題をなくそう!

●色素増感太陽電池で
たくさんの電気を発電しよう!

●オオバギの花外蜜腺が存在する要因
●オガサワラゴキブリにおける形態的分類の

再検討
●アフリカマイマイの移動方法の特異性

について
●食べて駆除!

ムラサキカタバミの食用化について
●比謝川におけるティラピアの食性について
●校内におけるアリの種数と分布
●沖縄の身近な植物からのセラミド抽出
●植物工場 -蒸散量変化による促成栽培-
●沖縄県における新型コロナウイルス

感染症の拡大シミュレーション
●ナマコのはらわた

ニセクロナマコの毒の成分
● 3つ目の塩川を探そう
● 球陽高校における

災害の危険性と避難所の役割
● マイクロプラスチックの回収方法の考案
● 沖縄本島中部で採取される

マンガンノジュールの生成過程について

●美形の条件
●N進数のカプレカ数
●星形正多角形
●タイリング
●夢を引き寄せる宝くじの買い方
●変則ブラックジャック
●花札～五光よ、こいこい～
●1次元セル・オートマトン法による

渋滞解消のシミュレーション
●タクシー数と平方数
●積の魔方陣

琉大の先生方のコメント
● コロナ禍の中、研究は予想以上に良く、厳

しめのコメントを予定していたがそれをす
ることもなかった。先輩から後輩に受け継
がれたノウハウがあって良いと思う発表も
あった。琉球大学の設備等も活用して下さ
い。Welcomeです。

● 自分たちで試行錯誤している様子が見受け
られてとても良かった。

● 研究についていつどこで何を考えて気付い
たなど普段からすぐにメモすると良いと思
います。

● 教科書からはみ出した内容をどんどん勉強
していって下さい。

● 今は実験ノートの在り方が問われています。
そこには後輩へ引き継げるようなきちんと
細かいデータを残すとよい。また、誰が
とったデータなのかを書くと良いと思う。
蓄積していけると良いと思っています。

● 野外での活動もあるので安全面には気を付
けて下さい。

次回は12月16日(水)に発表会があります。
Teamsも活用し9時間の授業でポスターを
完成させ発表の練習を行って下さい。


